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■ 都市計画マスタープランの役割と策定概要 

 

 

 

 

 

○計画対象区域 

都市計画区域外を含む会津美里町の全域とします。 

○計画期間 

本マスタープランは、平成 28 年度を基準年次とした概ね 20 年間を計画期間とします。 

 

 

■都市計画マスタープランの構成 

本マスタープランは、以下の内容により構成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画マスタープランの役割 

「会津美里町都市計画マスタープラン」は、都市計画法第 18 条の２に定められ

た「市町村の都市計画に関する基本的な方針」として策定するものです。 

また、町の総合的な施策展開の指針である「会津美里町第３次総合計画」に即し

て、長期的な視点に立ち、まちの将来像や土地利用・都市施設等の整備方針を明ら

かにし、まちづくりのガイドラインの役割を持つものです。 
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■ 総合的なまちづくりの課題 

 

 

■ 将来都市像と基本的な考え方 

本マスタープランでは、町民や観光客等の来訪者の目線で、快適な生活環境や美しい景観、

自然風景を保全し、外から町を訪れる人には「ここに住んでみたい」、今住んでいる人には「ず

っとここに住み続けたい」と思われるような町を目指します。 

【将来都市像】 

 

○人口の目標 

会津美里町まち・ひと・しごと創生 人口ビジョン・総合戦略では、人口減少対策等の新た

な施策の効果や、社会情勢の変化などを考慮し将来目標人口を定めており、本マスタープラン

では、この目標人口をもとに、中間目標年次及び目標年次の目標人口を定めます。 

 

 

 

 

○将来都市構造 

本町は、公共施設や商業施設等が立地する高田地域、本郷地域、新鶴地域の市街地部分と、

田園地帯および中山間地域に立地する集落からなる、分散型の都市構造を有しています。 

今後の人口減少社会、少子・高齢化への対応や、持続可能で効率的・効果的、コンパクトな

市街地形成、本町の魅力である自然豊かな環境の保全の観点から、将来の都市構造においても、

現在の分散型の構造を維持し、既存市街地である各拠点の機能集積を高めるとともに、各拠点、

集落を結ぶネットワーク機能を向上させることで、都市活力と生活利便性の向上を図ります。 

○安心して住み続けられる都市環境を整える 

○豊かな自然環境を守り生活の基盤として活かす 

○まちの資源を活用した拠点の整備を図る 
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将 来 都 市 構 造 図 
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■ 都市づくりの基本方針 

〇土地利用の方針 

本町の豊かな自然環境と、古くからの都市的な集積が調和する土地利用の枠組みを基本とし

て、賑わいのある都市を構築できるよう、計画的な土地利用を推進していくものとします。 

また、本町の人口は減少傾向にあることから、市街化区域内及び用途地域指定の中での効率

的かつ弾力的な土地利用を原則とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用の基本的な考え方に基づき、本町の土地利用区分及び配置を以下のように定めます。 
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■ 分野別まちづくりの方針 

◇交通体系整備の方針 

 

 

 

 ◇公園・緑地の整備、自然環境の保全の方針 

 

 

 ◇河川等の整備及び生活排水処理の方針 

 

 

 ◇住宅地及び住環境整備の方針 

 

 

 ◇都市の景観形成の方針 

 

 

 ◇防災まちづくりの方針 

 

 

◇その他の整備方針 

 

 

 

①道路ネットワークの整備 

②歩行者・自転車交通を支えるネットワークの整備 

③人にやさしい道路空間の整備  ④生活を支える公共交通の確保 

①公園・緑地の整備  ②自然環境の保全  ③都市の緑づくり 

①河川等の整備  ②生活排水処理の方針 

①住宅地と住環境の整備  ②優良な住宅の供給 

①多様な自然景観の保全と再生  ②歴史と伝統が息づく景観の保全 

①避難場所及び経路の整備  ②防災情報の周知  ③都市施設の安全性の確保 

①水道施設等の整備  ②空き地・空き家の利活用  ③多様な資源の活用 

④人にやさしい環境整備 
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【交通体系整備方針図及び土地利用方針図】 
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■ 地域別まちづくりの方針 

地域別構想は、全体構想に示す土地利用方針や、分野別方針の各分野の内容を横断的に整理

し、地域でのまちづくりの方向を明示するとともに、地域住民がまちづくりを考える上でのガ

イドラインとしての役割を担うものです。 

○高田地域 

高田地域は本町の中心に位置し、人口や公共公益機能が集積しており、多くの人々が暮らし、

訪れることから、地域の緑や歴史的資源と調和した中心拠点に相応しい、新たなまちづくりを目

指します。 

【高田地域の将来像】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域別の方針 

◇土地利用の方針 

 

 

「賑わいと、歴史・緑が囲む まちづくり 」 

高 田 地 域 構 想 図（抜 粋） 

①賑わいの拠点整備と周辺の土地利用  ②旧庁舎周辺の土地利活用 

③新庁舎周辺の土地利活用 
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◇都市施設の整備方針 

 

 

◇都市環境の方針 

 

 

◇地域資源の活用方針 

 

 

○本郷地域 

本郷地域は本町の東部に位置し、会津若松市に近いという立地条件と、会津本郷焼の窯元が

醸しだすまち並みを活かしつつ、白鳳山公園やせせらぎ緑地等の緑や景観と調和した、新たな

まちづくりを目指します。 

【本郷地域の将来像】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①市街地の環境保全  ②公園・緑地等の整備 

①中心拠点としての機能強化  ②新たな行政サービス拠点の施設整備 

③新たな拠点交通の整備 

①歴史・森林資源の活用  ②イベント・観光資源の活用 

本 郷 地 域 構 想 図（抜 粋） 

「炎の伝統と、まち並み活かす まちづくり 」 
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○地域別の方針 

◇土地利用の方針 

 

 

◇都市施設の整備方針 

 

 

◇都市環境の方針 

 

 

◇地域資源の活用方針 

 

 

○新鶴地域 

新鶴地域は本町の北部に位置し、稲作や果樹栽培が盛んな地域であり、周辺農地と一体とな

った農村集落の環境を維持しつつ、新鶴インターチェンジ等の利便性と、丘陵地帯に集積され

た拠点機能を活用した、新たなまちづくりを目指します。 

【新鶴地域の将来像】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①市街地の環境保全  ②沿線型商業業務地の整備 

①活力ある市街地形成と土地利用  ②旧公共施設の土地利活用 

③本郷庁舎周辺の土地利活用 

①水辺・森林資源の活用  ②イベント・観光資源の活用 

①中心拠点としての機能強化  ②身近な公園の施設整備 

「農の恵みと、皆人が集う まちづくり 」 

新 鶴 地 域 構 想 図（抜 粋） 



-10- 

○地域別の方針 

◇土地利用の方針 

 

 

◇都市施設の整備方針 

 

 

◇都市環境の方針 

 

 

◇地域資源の活用方針 

 

 

■まちづくりの推進方針 

活き活きと暮らせるまちをつくるためには、町民一人ひとりがまちづくりの主役としての意

識を持ち、計画の初期の段階からまちづくりに参加し、町民と行政、そして専門家等と協働し

て実現していくことが求められています。 

〇住民参加の推進 

 

 

〇都市計画マスタープランの推進 

 

 

 

〇重点施策の方向性 

暮らしやすく活力ある都市をつくるために、重点的に進めるべき施策の方向性を示します。 

◇拡充事業の方向性 

 

 

①分散型集落の環境保全 

①イベント・歴史観光資源の活用  ②特産品を活用した６次産業化 

①中心拠点としての機能強化  ②拠点公園の施設整備 

①活力ある市街地形成と土地利用  ②老朽化した公共施設の利活用 

①情報の共有化と人づくり  ②町民の参加システムの拡充 

③協働体制の強化 

①具体的な計画づくりと都市計画の決定  ②独自のルールや制度の制定 

③効率的な事業実施  ④まちづくり制度・事業の活用 

⑤まちづくり財源の確保 

①伊佐須美神社周辺整備プロジェクト（仮称） 

②窯元回遊性向上プロジェクト（仮称） 
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◇新規事業の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■都市計画マスタープランの進行管理 

都市計画マスタープランは長期的な計画であるため、計画に掲げたまちづくり施策の進捗状

況を点検・評価しながら、時代の変化に柔軟に対応する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①若者定住促進プロジェクト（仮称） 

②多世代同居モデル構築プロジェクト（仮称） 

③空き家利活用プロジェクト（仮称） 

④多世代住宅リフォームプロジェクト（仮称） 

⑤観光ワイナリー誘致プロジェクト（仮称） 

⑥商店街賑わいづくりプロジェクト（仮称） 

⑦生活利便性向上プロジェクト（仮称） 

「見直しのイメージ図」 

 




